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●
試
験
日

　

平
成
27
年
１
年
25
日
（
日
）

●
試
験
会
場

▽
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

▽
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

▽
三
郷
公
民
館
（
予
定
）

●
試
験
項
目
と
対
象
者

▽
一
般
の
部
・
基
礎
編　

中
学
生
以

上
▽
一
般
の
部
・
上
級
編　

過
去
の
安

曇
野
検
定
（
一
般
の
部
）
で
１
回

以
上
合
格
し
た
こ
と
が
あ
る
人

▽
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

小
学
生
（
高
学

年
向
け
の
内
容
で
す
が
、
低
学
年

で
も
受
検
で
き
ま
す
）

●
受
検
料　

無
料

●
出
題
範
囲　

市
の
歴
史
・
文
化
・

自
然
・
産
業
な
ど
幅
広
い
分
野
を

対
象
と
し
ま
す
。

▽
一
般
の
部　

平
成
26
年
版
安
曇
野

検
定
公
式
テ
キ
ス
ト
と
安
曇
野
検

定
準
備
講
座
の
内
容
か
ら
出
題

▽
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

平
成
25
年
版
安

曇
野
検
定
学
習
資
料
か
ら
出
題

●
学
習
資
料

▽
一
般
の
部　

公
式
テ
キ
ス
ト
は
、

11
月
18
日
（
火
）
か
ら
生
涯
学
習

課
と
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」、
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
」、
三
郷
公
民
館
、

堀
金
公
民
館
、
明
科
公
民
館
で
販

売
し
ま
す
。

▽
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

学
習
資
料
は
、

受
検
申
込
者
に
無
料
で
配
布
し
ま

す
。

●
合
格
認
定　

合
格
証
、
認
定
バ
ッ

ジ
と
市
立
の
博
物
館
、
美
術
館
な

ど
へ
3
年
間
無
料
で
入
館
で
き
る

認
定
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
期
間　

11
月
18
日
（
火
）
～

12
月
17
日
（
水
）

●
申
し
込
み　

申
込
書
は
、
生
涯
学

習
課
と
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」、
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
」、
三
郷
公
民
館
、

堀
金
公
民
館
、
明
科
公
民
館
、
各

支
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。
試
験
の
概
要
や
申

し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
申

込
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
教
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当
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歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど

ご
自
身
の
暮
ら
す
安
曇
野
の
こ
と
、

ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。
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し
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み
ま
せ
ん
か
、
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国
語言

語
の
基
礎
的
知
識
・
理
解
は
お
お

む
ね
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
分
か
っ
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
関
係
付
け

な
が
ら
ま
と
め
て
書
く
こ
と
な
ど
に
課

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

算
数基

礎
的
な
計
算
を
す
る
「
数
と
計

算
」
の
領
域
は
お
お
む
ね
理
解
で
き
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
示
さ
れ

た
情
報
を
解
釈
し
て
答
え
を
導
き
出
す

な
ど
、
数
学
的
な
考
え
方
を
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

生
活
環
境
や
家
庭
で
の
学
習
状
況

生
活
面
で
は
、
起
床
や
就
寝
の
時
間

「
家
で
、
学
校
の
宿
題
を
す
る
」「
学
級

み
ん
な
で
協
力
し
て
何
か
を
や
り
遂
げ

て
、う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」「
学

校
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
」
な
ど
の
調

査
項
目
は
、
全
国
や
県
と
比
べ
て
良
い

結
果
と
な
り
、
今
後
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
市
内
の
児
童
生
徒
の
良
い
傾
向

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
各
学
校
は
、
調
査
を

通
し
て
把
握
し
た
児
童
生
徒
の
実
態

を
、
今
後
の
教
育
施
策
や
教
育
活
動
に

役
立
て
て
い
く
た
め
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
次
の
と
お
り
取
り
組
み

ま
す
。

教
育
委
員
会
は

▽
基
本
的
生
活
習
慣
や
家
庭
学
習
の
一

層
の
定
着
を
図
る
た
め
に
校
長
会
や

教
育
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
協
働
で

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
の
内
容
を

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

▽
授
業
や
学
校
生
活
、
家
庭
学
習
な
ど

に
見
ら
れ
る
教
育
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、
校
長
会
や
教
育
会
と

連
携
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
り
、

小
・
中
学
校
間
の
教
職
員
の
交
流
や

研
修
な
ど
を
推
進
し
た
り
し
て
い
き

ま
す
。

が
一
定
で
あ
る
こ
と
や
、
朝
食
を
毎
日

食
べ
る
こ
と
な
ど
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
が
身
に
付
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
学
習
面
で
は
、
多
く
の
児
童
が
、

家
庭
で
学
校
の
宿
題
を
す
る
習
慣
が
身

に
付
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
一

層
、
計
画
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ

う
引
き
続
き
支
援
が
必
要
で
す
。

国
語　文

脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
使
う

な
ど
言
語
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知

識
・
理
解
や
技
能
は
お
お
む
ね
身
に
付

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
資
料
か
ら
適

切
な
情
報
を
得
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を

明
確
に
書
い
た
り
、
複
数
の
資
料
を
比

較
し
て
読
ん
で
要
旨
を
捉
え
た
り
す
る

▽
指
導
方
法
の
改
善
や
学
習
効
果
を
高

め
る
た
め
に
、費
加
配
教
員（
教
員
の

標
準
定
数
に
加
え
て
市
費
で
配
置
さ

れ
る
教
員
）
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

▽
「
児
童
（
生
徒
）
質
問
紙
」
や
「
学

校
質
問
紙
」
か
ら
見
え
て
く
る
児

童
生
徒
や
学
校
の
評
価
や
課
題
を
、

日
々
の
教
育
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
は

▽
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
と
家
庭

学
習
の
定
着
の
た
め
に
、
教
育
委
員

会
や
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽
児
童
生
徒
が
授
業
や
学
校
生
活
、
家

庭
学
習
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
課
題

を
知
り
、
自
ら
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
助
言

や
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

▽
自
校
の
傾
向
や
課
題
を
把
握
・
分
析

し
、
指
導
内
容
や
指
導
方
法
の
改
善

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

▽
「
児
童
（
生
徒
）
質
問
紙
」
や
「
学

校
質
問
紙
」
か
ら
見
え
て
く
る
評
価

や
課
題
を
、
日
々
の
授
業
や
教
育
活

動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
ま
た
は
教
育
委
員
会
窓
口

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
と
な
ど
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

数
学基

礎
的
な
計
算
を
含
む
「
数
と
式
」

の
領
域
は
お
お
む
ね
理
解
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
グ
ラ
フ
の
特
徴
を
事
象

に
即
し
て
解
釈
し
た
り
、
問
題
を
解
決

す
る
方
法
を
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、

活
用
力
に
課
題
が
あ
り
、
数
学
的
な
見

方
や
考
え
方
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
活
環
境
や
家
庭
で
の
学
習
状
況

朝
食
や
起
床
・
就
寝
な
ど
の
基
本
的

な
生
活
習
慣
は
小
学
校
と
同
様
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
携
帯
電
話
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
割
合
は
、

全
国
や
県
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
学
習

面
で
は
、
家
庭
で
授
業
の
予
習
や
復
習

を
す
る
こ
と
は
、
今
後
も
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
力
調
査
結
果
と
学
習
状
況
調
査
結

果
を
分
析
す
る
と
、
次
の
項
目
に
当
て

は
ま
る
児
童
生
徒
に
、
正
答
率
が
比
較

的
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

正
答
率
が
高
い
小
学
生

▽
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
。

▽
毎
日
、
同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
寝
て

い
る
（
起
き
て
い
る
）。

▽
家
で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

し
て
い
る
。

▽
家
で
、
学
校
の
宿
題
を
し
て
い
る
。

▽
家
で
、
授
業
の
復
習
を
し
て
い
る
。

▽
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

る
。

▽
も
の
ご
と
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

▽
学
校
の
き
ま
り
を
守
っ
て
い
る
。

▽
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と

思
う
。

▽
最
後
ま
で
解
答
を
書
こ
う
と
努
力
し

た
。

▽
家
の
人
は
授
業
参
観
や
運
動
会
な
ど

の
学
校
行
事
に
来
る
。

教
科
の
状
況

各
教
科
別
に
平
均
正
答
率
を
合
計
す

る
と
、
小
・
中
学
校
と
も
に
全
国
や
県

の
合
計
と
ほ
ぼ
同
じ
か
高
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
礎
的
な
知
識
・

理
解
や
技
能
は
お
お
む
ね
身
に
付
い
て

い
ま
す
。
各
教
科
と
も
活
用
力
を
伸
ば

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

生
活
環
境
や
家
庭
で
の
学
習
状
況

小
・
中
学
校
と
も
に
い
く
つ
か
の
項

目
で
、
全
国
や
県
と
同
じ
か
ま
た
は
良

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て

い
る
」「
も
の
ご
と
を
最
後
ま
で
や
り

遂
げ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

正
答
率
が
高
い
中
学
生

▽
家
で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

し
て
い
る
。

▽
家
で
、
学
校
の
宿
題
を
し
て
い
る
。

▽
家
で
、
学
校
の
授
業
の
予
習
を
し
て

い
る
。

▽
家
で
、
学
校
の
授
業
の
復
習
を
し
て

い
る
。

▽
学
校
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
。

▽
新
聞
を
読
ん
で
い
る
。

▽
友
達
の
前
で
自
分
の
考
え
や
意
見
を

発
表
す
る
こ
と
が
得
意
で
あ
る
。

▽
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題

や
出
来
事
に
関
心
が
あ
る
。

▽
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と

思
う
。

▽
最
後
ま
で
解
答
を
書
こ
う
と
努
力
し

た
。

▽
家
の
人
は
授
業
参
観
や
運
動
会
な
ど

の
学
校
行
事
に
来
る
。

問
教
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室
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小
学
校
の
傾
向
と
課
題

 

調
査
結
果
の
活
用

 

中
学
校
の
傾
向
と
課
題

 

小
・
中
共
通
の
傾
向
と
課
題

「
平
成
26
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
4
月
に
市
内
小
・
中
学
校
17
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
の
教
育
施
策
や
教
育
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、

市
校
長
会
と
学
力
向
上
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
結
果
を
分
析
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
と
も
に
全
国
や
県
の
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
か
高
い
結
果
に

平
成
26
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

良
い
習
慣
を
身
に
付
け
、
計
画
的
な
生
活
を
送
る

児
童
生
徒
に
、
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
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少
子
化
や
核
家
族
化
等
に
よ
り
、
子

育
て
の
情
報
や
手
助
け
を
家
族
や
地
域

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
孤
独
感

や
育
児
不
安
と
い
っ
た
負
担
を
抱
え
る

親
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
中
、
児
童
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
虐
待
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、親
の

認
識
と
は
関
わ
り
な
く
、
あ
く
ま
で
も

子
ど
も
の
視
点
で
「
子
ど
も
自
身
が
苦

痛
を
感
じ
て
い
る
か
ど
う
か
」
で
判
断

し
ま
す
。
た
と
え
、
親
に
と
っ
て
「
し

つ
け
」
で
あ
っ
て
も
「
子
ど
も
が
苦
痛

を
感
じ
て
い
れ
ば
」虐
待
と
な
り
ま
す
。

地
域
や
近
隣
で
虐
待
が
疑
わ
れ
る
子

ど
も
に
気
づ
い
た
時
は
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

●
虐
待
の
サ
イ
ン　

▽
何
日
も
子
ど
も

の
泣
き
声
が
続
く
▽
子
ど
も
を
怒
鳴

る
大
き
な
声
が
聞
こ
え
る
▽
子
ど
も

に
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ

る
▽
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ

て
い
る
な
ど

秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
薄
暮
時

間
帯
が
帰
宅
・
下
校
時
間
と
重
な
り
、

交
通
死
亡
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
車
両
は
、
4
時
か
ら
点
灯

午
後
４
時
か
ら
前
照
灯
を
点
灯
し
、

歩
行
者
等
の
早
期
発
見
と
歩
行
者
等
に

自
車
の
接
近
を
気
付
か
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
利
用
者
も
、
ラ
イ
ト
点
灯

前
照
灯
を
点
灯
し
、
車
両
や
歩
行
者

の
早
期
発
見
と
自
車
の
接
近
を
気
付
か

せ
、
薄
暮
・
夜
間
の
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

▽
歩
行
者
は
、
夜
光
反
射
材
・
自
発
光

材
を
活
用

夜
光
反
射
材
や
自
発
光
材
の
活
用

で
、自
ら
目
立
つ
こ
と
に
よ
り
、車
両
運

転
者
等
に
自
己
の
存
在
を
気
付
か
せ
、

交
通
事
故
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

戦
争
の
悲
惨
さ
を
若
い
世
代
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
平
和
を
愛
す
る
機
運
を

高
め
る
た
め
、
平
和
の
つ
ど
い
と
戦
没

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
22
日（
土
）午
後
１
時
～

4
時

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館　

サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

●
内
容　

▽
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
皆
さ
ま
へ
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
戦
没
者
を
追
悼
す
る
献
花

と
黙
と
う
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇

軍
体
験
者
に
よ
る
講
演
会

▽
広
島
平
和
記
念
式
典
（
8
月
6
日
、

広
島
市
で
開
催
）
に
参
列
し
た
市
内

中
学
生
に
よ
る
作
文
発
表

▽
写
真
パ
ネ
ル
（
満
蒙
開
拓
平
和
記
念

館
保
持
品
）
の
展
示

11 月は、労働保険適用促進強化期間

労働保険は、雇用保険と労災保険の総称です。厚生労働省では、労働保険に未加入の事業所を解消するため、
強制加入手続きを盛り込んだ対策を全国規模で行っています。

労働者を１人でも雇用している事業主は、法人・個人を問わず必ず労働保険に加入することが法律で義務付けられ
ています。したがって、働いている人の希望の有無にかかわらず加入しなければなりません。

まだ労働保険の加入手続きを行っていない事業主の皆さんは、速やかにハローワークまたは労働基準監督署にご
相談ください。
問ハローワーク松本雇用保険適用課　427・0111　松本労働基準監督署労災課　448・5693

大町労働基準監督署労災・安衛課　40261・22-2001
穂商工労政課商業労政係　482・3131 ㈹ 682・6622

備
蓄
品
（
防
災
用
品
）
の
購
入
は

補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

●
補
助
額　

購
入
費
の
3
分
の
１
、
上

限
４
０
０
０
円
（
１
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）

●
補
助
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

居
住
す
る
世
帯
で
す
。（
同
一
世
帯
、

１
回
限
り
）

●
対
象
備
蓄
品　

次
の
5
品
目
は
必
ず

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
1
）非
常
持

出
袋
（
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
型
）（
2
）

懐
中
電
灯
（
3
）
応
急
手
当
セ
ッ
ト

（
携
行
可
の
も
の
）（
4
）
保
存
水

（
保
存
年
数
3
年
以
上
）（
5
）
保
存

食
（
保
存
年
数
3
年
以
上
）
こ
の
ほ

か
に
、
簡
易
ト
イ
レ
、
軍
手
、
ロ
ー

プ
、
マ
ス
ク
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
も

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法　

防
災
用
品
購
入
後
１
カ

月
以
内
に
、
必
要
書
類
を
堀
金
支
所

内
、
危
機
管
理
課
ま
た
は
最
寄
り
の

支
所
地
域
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
は
、
各
支
所
地
域
課
の
窓

口
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

Ｑ　

防
災
用
品
は
ど
こ
で
買
え
る
の
？

Ａ　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、薬
局
、防
災
用

品
取
扱
い
業
者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
な
ど
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ　

非
常
持
ち
出
し
袋
は
「
非
常
持
出

袋
」
と
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
な

い
と
い
け
な
い
の
？

Ａ　
「
非
常
持
出
袋
」
と
プ
リ
ン
ト
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
型
の
も
の
（
両
肩
で
背
負
え
る
も

の
）
で
あ
れ
ば
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

問
堀
危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当

（
72
・
６
７
６
９ 
72
・
６
７
３
９
）

●
災
害
時
に
必
要
と
な
る
備
蓄
品

▽
非
常
持
ち
出
し
袋

　
　

備
蓄
品
を
中
に
入
れ
て
お
き
、
災

害
が
発
生
し
、
避
難
す
る
時
に
持
ち

出
す
袋
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
懐
中
電
灯

　
　

停
電
し
た
際
に
周
囲
を
確
認
で
き

る
懐
中
電
灯
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
応
急
手
当
セ
ッ
ト

　
　

地
震
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
落
下

物
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
で
け
が
を

負
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

切
り
傷
、
擦
り
傷
、
捻
挫
な
ど
の
処

置
が
で
き
る
も
の
を
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▽
保
存
食
・
保
存
水

　
　

カ
ン
パン
、
ア
ル
フ
ァ
米
（
お
湯
か
水

を
注
ぐ
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
お
米
）
な

ど
、
長
期
間
保
存
で
き
る
食
料
品
や

水
を
備
蓄
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停

止
し
た
際
に
栄
養
を
摂
取
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
3
日
分
）

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

も
し
も
の
事
態
に
備
え
て

各
家
庭
で
備
蓄
品
を
備
え
ま
し
ょ
う

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
電
気
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
食
糧
、
水
な

ど
の
物
資
の
流
通
が
止
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
災
害
発
生
直

後
に
生
活
で
き
る
だ
け
の
備
蓄
品
を
各
家
庭
で
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

防
災
用
品
購
入
補
助
金
Ｑ
＆
Ａ

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

安曇野から世界へ
キリスト者の軌跡
～喜源治の教え世
界をめぐる～

柴野道夫さん（郷土史研修
者）による講演会です。安
曇野の風土や喜源治の教え
によって育てられ、活躍し
た先人たちの姿を語ります。

日：11 月 9 日（日）
　午後 2 時～ 4 時
場：碌山公園研成ホール

定：200 人
費：無料

問：井口喜源治記念館
　（482・5570）

原発事故による広
域放射能汚染とヒ
トの健康被害

第 19 回　県薬剤師会環境
セミナーを開催します。

「チェルノブイリ事故の実態
を参考にして」と題した菅
谷昭さん（松本市長、医師）
による講演会です。

日：11 月 30 日（日）
　午後1時30分～3時
　（開場　午後0時30分）
場：松本東急イン

定：200 人
　（先着順）
費：無料

申：住所・氏名・電話番号・人数
を記入の上、ファクス、メールま
たはハガキでお申し込みください。

問： 県 薬 剤 師 会 環 境セミナー係
（432・0276　636・0665　
mseminar2014@naganokenyaku.or.jp）

祉

福

康

健安
曇
野
市
平
和
の
つ
ど
い
と

戦
没
者
追
悼
式

問
本
総
務
管
理
課
行
政
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

健
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

81
・
１
６
２
２ 

81
・
０
７
０
３
）

11
月
は
、児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
～
た
め
ら
わ
ず　

知
ら
せ

て
つ
な
ぐ　

命
の
輪
～

問
健
子
ど
も
支
援
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０（
24
時
間

３
６
５
日
対
応
）

薄
暮
時
間
帯
の

交
通
事
故
防
止

問
穂
地
域
づ
く
り
課
生
活
安
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

安
曇
野
警
察
署

全

安

通

交
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「
長
野
県
民
手
帳
」「
農
業
日
誌
」
な

ど
、
平
成
27
年
版
の
統
計
資
料
を
販
売

し
ま
す
。

●
販
売
資
料
と
販
売
方
法

▽
長
野
県
民
手
帳
（
長
野
県
統
計
協
会

発
行
）　

11
月
上
旬
か
ら
市
内
各
書

店
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

店
頭
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

▽
農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・
新

農
家
歴　
（
農
林
統
計
協
会
発
行
）　

市
内
各
書
店
で
予
約
・
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
ご
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
本
年
度
か
ら
市
で
の
各
予
約
取
り
ま

と
め
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

本
年
度
行
わ
れ
た
緑
の
募
金
運
動

（
家
庭
募
金
）
で
は
、
市
全
体
で
３
６

４
万
４
８
８
７
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
募
金
を
し
て
い
た
だ
い
た
市

民
の
皆
さ
ん
、
募
金
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、（
公
財
）長
野

県
緑
の
基
金
が
取
り
ま
と
め
、
森
林
づ

く
り
や
人
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
公
共
施
設
や
区
の
施
設

へ
の
緑
化
木
の
配
布
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、地
域
の
緑
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

森
林
な
ど
自
然
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
活

動
を
し
て
い
る
「
み
ど
り
の
少
年
団
」

へ
の
助
成
を
行
い
、
緑
に
親
し
む
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

明
科
地
域
の
潮
区
は
、（
公
財
）
長

野
県
市
町
村
振
興
協
会
の
平
成
26
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
の

た
め
に
、
必
要
な
備
品
を
整
備
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
事
業
は
、
住
民
が
自
主

的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
組
織
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す

調
停
委
員
が
諸
問
題
の
解
決
に
向
け

て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お
困
り
の
場

合
は
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
家
事
に
関
す
る
こ
と　

夫
婦
関
係
・
離
婚
問
題
・
遺
産
相
続
・

親
族
関
係
・
子
供
の
養
育
・
親
の
扶

養
・
離
婚
後
の
諸
問
題
（
養
育
費
・

面
接
）
な
ど

▽
民
事
に
関
す
る
こ
と

土
地
建
物
・
境
界
・
所
有
権
・
交
通
事

故
・
農
事
お
よ
び
商
業
問
題
・
損
害

賠
償
（
給
与
保
障
・
慰
謝
料
な
ど
）・

金
銭
の
賃
借
な
ど

●
日
時　

11
月
15
日（
土
）午
後
１
時
～

４
時（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
く
る

り
ん
広
場
」

●
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
当
日
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

松
本
調
停
協
会
（
０
８
０
・
８
０

４
９
・
０
２
１
５
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

事
項
の
記
載
が
な
い
場
合
や
、電
話
、

口
頭
に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。
持
参
の
場
合
は
、
環
境
課
で
受

け
付
け
ま
す
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３

穂
高
６
６
５
８

穂
高
支
所
内
環
境
課
環
境
保
全
係

mkankyou@
city.azum

ino.nagano.jp

●
募
集
期
間　

11
月
27
日
（
木
）
～
12

月
26
日
（
金
）

●
募
集
結
果
の
公
表

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
の
募

集
結
果
は
内
容
を
と
り
ま
と
め
、
市

の
考
え
方
と
共
に
公
表
し
ま
す
（
提

出
者
に
関
す
る
情
報
は
公
表
し
ま
せ

ん
）。個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
直
接

の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
12
月
に
開
催
す
る
説
明
会
を
、
次
号

の
広
報
あ
づ
み
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

市
を
含
む
松
本
広
域
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
協
議
会
で
は
、
有
害
鳥
獣
が

出
没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
は
農
地
を
荒
ら
す
だ
け
で

な
く
、
森
林
被
害
、
人
身
被
害
や
交
通

事
故
等
を
引
き
起
こ
す
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
害
を
与
え
ま
す
。
鳥
獣
を
集
落
や

農
地
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
た
め
、
次
の

よ
う
な
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
柿
や
栗
は
す
べ
て
収
獲
し
、
放
置
さ

れ
た
木
の
伐
採
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

▽
出
荷
で
き
な
い
果
実
な
ど
を
畑
に
放

置
せ
ず
、
埋
め
る
か
廃
果
置
き
場
に

覆
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
電
気
柵
は
冬
場
も
通
電
し
、
電
気
を

切
る
場
合
は
、
電
線
を
撤
去
し
ま
し

ょ
う
。

▽
畑
の
近
く
に
獣
の
隠
れ
場
所
を
作
ら

な
い
よ
う
に
樹
木
や
植
物
の
手
入
れ

を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
野
菜
く
ず
（
キ
ャ
ベ
ツ
の
外
葉
や
大

根
の
葉
）
は
、
畑
に
放
置
せ
ず
、
早

め
に
耕
起
し
て
埋
め
ま
し
ょ
う
。

※
餌
に
な
る
も
の
を
放
置
す
る
と
、
鳥

や
獣
が
集
落
に
出
没
し
や
す
く
な

り
、
個
体
数
も
増
加
し
ま
す
。

も
の
で
、
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
整

備
し
ま
し
た
。

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
臭
気
規
制
の

見
直
し
に
伴
い
、
平
成
27
年
10
月
1
日

か
ら
規
制
地
域
、
規
制
方
式
、
規
制
基

準
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

こ
の
変
更
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か

勤
務
、通
学
す
る
人
。ま
た
は
市
内
で

事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
な
ど

●
閲
覧
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
次

の
場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
▽
環
境

課
（
穂
高
支
所
内
）
▽
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
内
「
く
る
り
ん
広
場
」
▽
各

支
所
地
域
課

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務

先
、
学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
代

表
者
名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
必

ず
明
記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

し

ら

暮臭
気
規
制
の
変
更
に

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
穂
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

11
月
は
、
有
害
鳥
獣
が
出
没
し

に
く
い
環
境
づ
く
り
推
進
月
間

問
三
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

せ

ら

知

お無
料
調
停
相
談
会

問
穂
市
民
相
談
室

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

統
計
資
料
の
販
売

問
三
情
報
統
計
課
統
計
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

平
成
26
年
度
「
緑
の
募
金
運
動

（
家
庭
募
金
）」の
報
告
と
お
礼

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

（
公
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

問
明
明
科
支
所
地
域
課

（

62
・
３
０
０
１
㈹ 

62
・
４
７
４
７
）

成

助
じ

く

宝

申請者 清澤　信夫
認定日 平成 26 年 9 月 12 日
申請場所 安曇野市穂高北穂高 2173 番６、同番９
申請の目的 太陽光発電施設

申請者 安曇野不動産株式会社　代表取締役　等々力　政彦
認定日 平成 26 年 9 月 12 日
申請場所 安曇野市豊科高家 6363 番２、6360 番１
申請の目的 宅地分譲（６区画）
問豊建築住宅課開発調整係　472・3111 ㈹ 672・3569

市が認定した特定開発事業
まちづくりの目標像および基本方針に反しない内容の開発事業とし

て、以下の事業を認定しました。

潮区で整備した備品
（机、テレビ、リヤカーなど）

寄附・寄贈のお礼（7/8 ～ 9/18）　【敬称略】

▷安曇野市商工会明科支所青年部長　丸山恭一
郎　絵本 42 冊　明科南保育園、明科北保育園へ
▷雨宮豊　1 万円　ふるさと寄附▷伊東和久　
１万円　ふるさと寄附▷高田哲仁　１万円　ふ
るさと寄附▷大坪力　2 万円　ふるさと寄附▷吉
羽文彦　2 万円　ふるさと寄附▷西山たかみ　
１万円　ふるさと寄附▷小出栄致　3 万円　ふる
さと寄附

●国民健康保険税 （5期）
●後期高齢者医療保険料 （8期）
●介護保険料 （11月分）
●水道料金 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料 （穂高･三郷地域）

＝納期限は12月1日（月）＝

11月の納期
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名誉市民の田淵行男（1905 ～
1989）が安曇野に移住する前、東
京で生活していた頃に、美術館や
画廊へ足繁く通って収集した古い
絵はがきを展示します。

収集した絵はがきが、田淵にど
のような影響を及ぼしたのか。

田淵が収集した絵はがきと、後
に田淵がデザインした品を紹介し
ます。
期 11 月 7 日（金）～ 12 月 27 日（土）
場穂高交流学習センター「みらい」

交流ギャラリー
期間中の休館日　11 月 10 日（月）・

17 日（月）・25 日（火）、12 月
1 日（月）・8 日（月）・15 日（月）・
22 日（月）・24 日（水）

６月に募集した「図書館川柳」
の受賞作品が投票の結果、決まり
ましたので紹介します。
▷中学生以下の部
最優秀賞
　まよっちゃう　本がよんでと　

さそってる　　　　　（個人名）
優秀賞
・すすめたい　一緒に感動
　したいから　　　　　（個人名）
・ほんのむし　ずかんでみたけど
　みつからず　　　　　（個人名）
佳作
・図書館は　夢がつまってる
　たからばこ　　　　　（個人名）
・えほんすき　いつもよんでね

おかあさん　　　　　（個人名）

・図書館の　本の森へと
　探検だ　　　　　　　（個人名）
・図書館で　世界広がる
　本の国　　　　　　　（個人名）
・図書館に　つどう世界の
　ぼうけんか　　　　　（個人名）
・つなごうよ　ときめくこころ
　次世代に　　　　　　（個人名）
・図書館で　世界が変わる
　ぼくの夢　　　　　　（個人名）
▷一般の部
最優秀賞　

スタッフの　笑顔も嬉れし
図書日和　　　（PN. 青りんご）

優秀賞
・一つ先　いつもあなたが
　貸出し中　　　　　　（個人名）

・昆虫を　調べる子らも
　本の虫　　　　　　　（個人名）
佳作
・亡き母と　読んだ絵本を

子がえらぶ　　　　　（個人名）
・図書館に　行ってくるぞと
　じじいばる　　（PN. みのかさ）
・図書館に　“きぼう”と“みらい”

つまってる　　　　　（個人名）
・手に取って　以前読んだか
　首ひねる　　　　　　（個人名）
・読み聞かせ　孫とほほよせ

夢ひらく　　　　　　（個人名）
※応募総数、「一般の部」99 作品、
「中学生以下の部」85 作品。

※投票数、230 件（８月に市内図
書館で開催）

こころの不調は本人が自覚しづ
らく、そのまま無理を重ねてしま
うことがあります。誰にでも起こ
り得るこころの不調に気付き、適
切な対応をして再発を予防するた
め「こころの健康を考えるつどい」
を開催します。
日 12 月 6 日（土）　午後 1 時 30

分～ 3 時 00 分（開場午後 1 時）
場豊科ふれあいホール
内講演会「心の健康について『う

つ病』を中心に」講師・桑
くわむら

村 智
さとし

さん（ミサトピア小倉病院　院
長）

費無料
その他　講演会開始前と終了後に

事業所等による作品展示販売を
行います。

自慢のコレクションをみらいの
交流ギャラリーで紹介してみませ
んか。出展者には、記念品（図書
カード）を差し上げます。
対市内在住の人、団体
内長期間にわたって収集、または

苦労して探し求めたこだわりの
品々、今では入手困難となった
懐かしい味わいのあるもの、郷
土の文化に関連するものなどの
コレクション

申 11 月 7 日（金）～平成 27 年２
月末日（必着）の間に、申込書（市
ホームページから入手できます）
に出品物の写真を添付して、郵
送または持参してください。

採用結果　平成 27 年 3 月末日ま
でに応募者全員に連絡します。

出品物の搬出・搬入
▷応募者本人による搬入と搬出を

お願いします。ただし、事情が
ある場合はご相談ください。

▷搬入・搬出日、展示方法は、相
談の上、決定します。

提〒 399-8303　穂高 6765-2
穂高交流学習センター「みらい」
マイ・コレクション展　出展者
募集係

本年 7 月 26 日の「あづみの新
進音楽家演奏会」で選考された皆
さんによるジョイントコンサート
を開催します。
日 12 月 21 日（日）開演午後７時（約

２時間）
内▽山本知佳さん（ソプラノ独唱）

▽アンサンブル“ＬｅＲｉｓａ”
（ピアノ連弾）▽関根康行さん（グ
ラスハーモニカ、開場から開演
まで）

費 500 円（全席自由席）
※未就学児入場不可
申チケット販売　11 月 11 日（火）

から「みらい」窓口で販売しま
す（受付は、午前 9 時～午後 9
時 30 分）電話での受付不可。完
売になり次第終了します。

休館日　月曜日（11 月 24 日を除
く）・11 月 25 日

県では毎年 500 人前後が自ら命
を絶っています。そして背後には
その何倍もの遺族が深い苦しみと
心の傷を抱えています。

遺族の視点から自殺予防につい
て考えてみませんか。
日 11 月 28 日（金）
　午後１時 30 分～３時 30 分
場県松本合同庁舎５階
　502 号会議室
費無料
※駐車台数に限りがありますので、

公共交通機関の利用にご協力く
ださい。

講飯島恵
けいどう

道さん（薬王山東昌寺　
住職）

申 11 月 20 日（木）までに電話で
松本保健福祉事務所にお申し込
みください。

第10回
こころの健康を考えるつどい
問穂健康推進課保健予防係
481･0726 681･0703

平成27年度　市民マイ・
コレクション展出展者募集

問図書館交流課
481･3111 682･0966

自殺対策講演会
自死遺族に対する理解とケア

問松本保健福祉事務所健康づくり
　支援課　保健衛生第１係
440･1938

みらいの
クリスマスコンサート

～日本歌曲とピアノ連弾の夕べ～
問穂高交流学習センター「みらい」
481･3111 682･0966

みらい企画展
市民マイ・コレクション展

～田淵行男の収集した絵はがき～
問穂高交流学習センター「みらい」
481・3111 682・0966

図書館川柳　受賞作品の紹介
問中央図書館　484・0111 684・0116

Information Box

「みらい」の
催し記号説明　日日時　期期間　時時間

場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合せ

催し

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

生きる上で大切なことを話しま
す。本気で語る先生から、元気を
もらいませんか。
日 11 月 30 日（日）
　午後１時 30 分～３時
場穂高支所別棟２階　大会議室
対中高生の皆さん、子育て・孫育

て中や子育てが終わった皆さん
など

定約 120 人
費無料　申不要
講比田井和孝さん（上田情報ビジ

ネス専門学校副校長）
主催　穂高地域青少年育成連絡協

議会

比
ひ だ い

田井和
かずたか

孝さんが語る
幸せな人生を歩むために
とてもたいせつなこと

問穂高公民館
482･5970 682･3990

信州の伝統野菜「牧大根」を販
売します。牧大根は古くから穂高
地域牧地区で栽培されてきた地大
根で、主に漬物用として親しまれ
ています。当日は、売り切れ次第
終了となりますので、お早めにお
越しください。
日 11 月 16 日（日）

午前８時 30 分～
場牧公民館、JA あづみ北部低温倉

庫、Vif 穂高
費１本 50 円
共催　牧区、JA あづみ西穂高女性

部牧大根プロジェクト、Vif 穂高

牧大根祭り
問三農政課マーケティング係
477･3111 ㈹ 677･6060

「子どもの能力を引き出す」と注
目されているコミュニケーション
術、それがコーチングです。今回は、
その中でもすぐ使える要素を選ん
で、分かりやすく楽しくお伝えし
ます。

子どもとの関係のみならず、夫
婦や友人、地域や職場にも生かせ
るコーチングに触れてみませんか。
日 11 月 29 日（土）午後２時～３

時 30 分
場豊科ふれあいホール
講森田舞さん（コーチングアカデ

ミー長野校校長
費無料
申不要

家庭教育講演会
子どもを伸ばす上手なほめ方・叱り

方～親も子もハッピーになれる
コーチング講座～

問教生涯学習課社会教育担当
462・4565 662・3525

講師
森田 舞さん

高齢の皆さんが自分らしく生き
生きとした生活を送る環境づくり
を進めるため、「認知症高齢者とそ
の家族を地域で支えていく」、「高
齢者虐待は人権侵害である」こと
を、意識してもらうための講演で
す。気軽にお越しください。
日 11 月 21 日（金）
　午後１時 30 分～４時 15 分　
場県松本合同庁舎２階　講堂
内▷成年後見制度の効果的利用
　▷認知症の早期発見と適正対応
講各分野の専門家　
持筆記具
費無料
※駐車台数に限りがありますので、

公共交通機関の利用にご協力く
ださい。

認知症高齢者対応・虐待防止
講演会

問松本保健福祉事務所福祉課
440･1912 640･1803
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Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合せ

体験

催し

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

クリスマスに陶器のツリーを飾
ってみませんか。穂高陶芸会館で
は、秋の陶芸教室を開催します。

家族そろって陶芸体験をしまし
ょう。
日 11 月 15 日（土）午前９時～
　（２～３時間程度）
場穂高陶芸会館
内クリスマスツリーとクリスマス

リースのどちらか好きな方を作
ります。

対中学生以下の子どもとその保護
者

定 30 人程度（先着順）
費大人1,000円／子ども800円（粘

土 500㌘と指導料等含む）
講嶋田好

よしたか

貴さん、矢口あゆみさん
申穂高陶芸会館へ電話かファクス

でお申し込みください。（毎週月
曜日休館）

その他　作品の焼き上がりは、約
１カ月後になります。

伝統食を楽しむ
～安曇野のお正月～

お正月の年取り魚は、東日本で
は鮭、西日本では鰤を食べると言
われます。東西の文化が混じり合
う安曇野では、その両方を食べて
新しい年を祝います。

そんな安曇野らしい正月料理を
学んで、新しい年を迎えてみませ
んか。親子での参加も歓迎します。
日 11 月 30 日（日）
　午前 10 時～午後１時
場豊科保健センター
費 500 円（材料費、保険料など）
定 30 人（先着順）
講農村女性学習会の皆さん
申 11 月 12 日（水）から 28 日（金）

の間に電話でお申し込みくださ
い。詳細は申し込み時にご案内
します。

穂高商業高等学校
ワードで年賀状を作成しよう！
ネット上で配信されている無料

イラストを使用して、ワードで年
賀状の裏書き（文面）を作成します。
日 12 月２日（火）
　午後４時 30 分～６時 30 分
場穂高商業高等学校南校舎

パソコン教室
費無料
定 20 人（定員を超えた場合は抽選）
講目

め す だ
須田威

たけひこ
彦さん

申 11 月 10 日（月）から受け付け
ます。ファクス、ハガキまたは
メールで住所、氏名、電話番号
をお知らせください。

送〒 399-8303
　穂高 6839　穂高商業高等学校宛
　681・1066
　mhotakach@nagano-c.ed.jp

押絵の干支をつくってみよう
～未年編～

松本平の伝統文化・押絵をつく
ってみませんか。来る年が良い年
になるよう願いをこめて、来年の
干支の未

ひつじ

をつくります。
日 12 月 6 日（土）

午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
場郷土博物館学習室
対一般。初心者や小学生、親子で

の参加も歓迎します。
費 900 円（材料費など）
定 20 人（先着順）
持筆記用具（鉛筆、消しゴム、黒の

ボールペン）、はさみ、ウエットティ
ッシュ、手芸用ボンド（木工用で
も可）、スティックのり、カッター

講三村隆彦さん（ベラミ人形店・松本）
申 11 月 12 日（水）から 12 月５

日（金）の間に電話でお申し込
みください。

豊科高等学校
年賀状を書こう！

毛筆や印、絵の具などを使って
オリジナル年賀状を作成します。
日 12 月６日（土）午前９時～正午
場豊科高等学校　書道教室
費無料
定 20 人（先着順）
持ハガキ、書道道具、上履き
講上野実さん
申 11 月 10 日（月）から受け付け

ます。電話、ファクスまたはハ
ガキで住所、氏名、電話番号を
お知らせください。

送〒 399-8205
　豊科 2341　豊科高等学校宛
　472・2151 671・1151

豊科郷土博物館　博物館講座
問豊科郷土博物館　472･5672 672･7772

（受付時間は、午前8 時30 分～午後5 時）
休館日　月曜日（祝日の際は翌日）・祝日の翌日

学校開放講座
問教生涯学習課社会教育担当　462･4565 662･3525

秋の親子陶芸教室
親子で作るクリスマスのオブジェ

問穂高陶芸会館
4682・6750

クリスマスツリー完成例 昨年の様子

マットやボールなどいろいろな
道具を使って、楽しく元気に遊び
ましょう。
期 12 月１日～平成 27 年３月２日

までの月曜日（全 10 回）
時午後４時 30 分～５時 30 分
場豊科勤労者スポーツ施設体育館
対年中児・年長児（本年度参加経

験のない人、子どもだけの参加）
定 25 人（先着順）
費 1,000 円と保険料 800 円
講山

やまがた
縣美智代さん

　水口朋
と も み

巳さん
申 11 月 11 日（火）に申し込み専

用電話（462・5717）に電話で
お申し込みください。（受付時間
は、午前９時～午後５時）

気楽に粘土に触れ、創作体験が
できる講座です。11 月の講座テー
マは、自然物の造形「貝殻・木の実」
など、好きなものを制作します。
日 11 月 16 日（日）

午後 1 時～ 4 時
場研成ホール　研修室Ⅱ
対幼児・小学生から大人まで、初

心者も歓迎します。
費 500 円、幼児・小学生 300 円（粘

土代・焼成代含む）
講二木福治さん
定 20 人（先着順）
申電話でお申し込みください。

豊科リサイクルセンターにおい
て、環境学習会を開催します。

ごみの減量化やリサイクルにつ
いて学習してみませんか。
日 11 月 15 日（土）

午前 9 時～正午
場豊科リサイクルセンター
内▷アルミ缶よる工作

▷マイ箸づくり
▷ごみの減量化とリサイクルに
　ついての講話
▷リサイクルセンター見学など

費無料
定 20 人程度（親子での参加も歓迎

します）
申 11 月 13 日（木）までに電話で

お申し込みください。（受付時間
は、平日の午前 8 時 30 分～午
後 5 時）

北穂高地区の住民や出身者が制
作した芸術作品を展示する展覧会
です。絵画、彫刻、書、工芸、写真、
手芸などさまざまな作品をお楽し
みください。
期 11 月 22 日（土）～ 12 月 7 日（日）
時午前 9 時～午後 5 時
場安曇野髙橋節郎記念美術館
　メディアフォーラム・水辺のギ

ャラリー　
期間中の休館日　11 月 25 日（火）、

12 月 1 日（月）
費無料（本館展示室は有料）

環境学習会
問穂廃棄物対策課
482･3131 ㈹ 682･6622

安曇野髙橋節郎記念美術館
第９回北穂高芸術展

問安曇野髙橋節郎記念美術館
481･3030 682･0551

わんぱくGYM 教室
問教生涯学習課スポーツ推進担当
462・4565 662・3525

碌山公園研成ホール美術講座
テラコッタ（粘土）に触れよう
問碌山公園研成ホール
4682・0769

多くの皆さんの参加と観戦をお
待ちしています。
日 11 月 23 日（日）
　午前８時 30 分～
場豊科勤労者スポーツ施設
対チーム構成▷１チームを５人以

上、８人以内で構成する▷男性
（中学生以上）は３人以内とする。
ただし、全員が 60 歳以上の場合
は男性のみでも可

費１チーム 1,500 円
服運動のできる服装、体育館用運

動靴、タオルなど
申 11 月 16 日（日）までに各地域

公民館窓口と市内体育施設に備
え付けの申込用紙に必要事項を
記入の上、公民館窓口へお申し
込みください。（受付時間は、午
前８時 30 分～午後５時）

第５回安曇野市民スポーツ祭
ワンバウンドふらば～る

バレーボール競技会
問豊科公民館
472・2158 673・6401

入館無料日
11 月 21 日（金）と 22 日（土）

は貞享義民社秋季例大祭です。こ
の機会に多くの皆さんに「貞享騒
動」を知っていただくため、入館
を無料にします。
日 11 月 21 日（金）、22 日（土）
時午前 9 時～午後 5 時（入館は午

後 4 時 30 分まで）
※ 22 日は、「貞享義民物語」の上

映は休止します。
朗読劇「おしゅん」＠夢道場

大坪かず子作の児童文学「おし
ゅん」の朗読劇を公演します。義
民ゆかりの熊野神社の拝殿を模し
たシアター「夢道場」でご鑑賞く
ださい。
日 11 月 22 日（土）
　▷１回目　午前 11 時～
　▷２回目　午後２時～
場貞享義民記念館　シアター夢道場
費無料（当日は、入館も無料）
定各回 50 人（先着順）

貞享義民記念館の催し
問貞享義民記念館
477･7550 677･7551
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●
日
時　

11
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
～
3
時

●
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
内
容　

▽
午
後
0
時
30
分
～　

受
付　

▽
午
後
１
時
～　

開
会

▽
午
後
１
時
10
分
～　

基
調
講
演
「
お
口

の
健
康
と
体
の
健
康
～
歯
科
疾
患
が
全

身
に
及
ぼ
す
影
響
～
」
講
師　

栗
田
浩

教
授
（
信
州
大
学
医
学
部　

歯
科
口
腔

外
科
）

▽
午
後
2
時
25
分
～　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
こ
れ
か
ら
の
安
曇
野
市
の

歯
科
口
腔
保
健
を
考
え
る
」
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー　

小
穴
実
さ
ん
（
市
歯
科
医

師
会
長
）、
パ
ネ
ラ
ー　

永
井
明
子
さ

ん
（
県
歯
科
保
健
推
進
医
監
）、
丸
山

安
基
子
さ
ん
（
県
歯
科
衛
生
士
会
長
）、

花
岡
伸
泰
さ
ん
（
市
健
康
づ
く
り
推
進

員
会
長
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
費
用　

無
料

※
来
場
者
に
は
、粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

市
歯
科
医
師
会
で
は
、
い
い
歯
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

無
料
歯
科
健
診

●
日
時　

11
月
15
日
（
土
）

午
後
3
時
～
5
時

●
場
所　

豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容

▽
歯
科
健
診
・
歯
科
相
談

▽
歯
磨
き
指
導
・
フ
ッ
化
物
塗
布

▽
入
れ
歯
の
ネ
ー
ム
入
れ
（
要
予
約
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
費
用　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

ア
ル
プ
ス
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

77
・
８
９
０
１ 

77
・
８
９
０
２

無
料
訪
問
歯
科
健
診

●
対
象　

在
宅
療
養
中
で
、
自
力
で
通
院

が
で
き
な
い
人

●
申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
問
い

合
わ
せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

訪
問
は
申
し
込
み
順
で
す
。
健
診
結
果

に
よ
っ
て
、
治
療
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
が

必
要
な
場
合
は
後
日
対
応
し
ま
す
。
事

前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
訪
問
時
間
な
ど
詳

細
は
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
橋
喜
博
歯
科
醫
院

73
・
３
７
７
１ 
73
・
３
７
７
１

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

　

歯
科
口
腔
保
健
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
い
い
歯
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

11
月
８
日
は
い
い 

歯 

の
日

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、「
よ
く
動
く
」「
噛
め
る
」「
き
れ
い
な
」
口
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
食
欲
の
秋
、
健
康
な
口
と
歯
で
お
い
し
い
食
事
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係 

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３


